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は じ め に 


この た び は 、「S 又 -WTINDOW yer1.1」 を お 買い 上 げ ぃ だ だ き 、 ま こと に あり が と う ご ざ いま し た 。 
「SX-WINDOW ver1.1」 は 、X68000 の た め に 作ら れ た ウィ ンド ウシ ステ ム で す 。 ご 使用 に 際 し て は 、 
必ず 本 説明 書 に 記載 され て いる 操作 方 法 ・ 注 意 事項 を よく お 読み いた だ き 、 正 し い 操 作 に よっ て 有効 
に 活用 きれ る よう お 願い 致し ます 。 


商品 構成 は 、 下 記 の 通り で す 。 


SXXWINDOYW ee ジス デ 交 デイ スク ドド 0 バタ ooo 1 枚 
SXX-WINDOW veril1 アプ リケーション デイ スク ター ドー 1 枚 
SX-WINDOW ユー ザー ズ マ ニュ アル (本 体 同 梱 用 ) … 〇 ひ … パ (ドド ーーー ドー 1 冊 
SX-WINDOW 導入 マニ ニュ アル だ 1 司 
人 tt 1 通 


また 、 本 マニ ュ ア ル は 「SX-WINDOW ver.1.1」 を 導入 する に あたっ て 必要 な こと 、 補 足 説明 に 関し 
て まとめ て いま す 。 ま ず 、 本 書 を ぉ 読み に な っ だ た 上 で 、「SX-WINDOW ユ ー ザ ー ズ マニ ュ ア ル 」 を ご 


覧 くだ きい 。 


く ご 注意 > 

1. 本 書 の 内 容 に つい て は 万 全 を 期し て 作成 致し まし た が 、 万 一 ご 不審 な 点 や 誤り 記載 もぉ も れ な ど 、 お 

気付 きのこ と が あり まし た ら 、 も より の シャ ー プ お 客 様 ご 相談 窓口 ある い は お 買い 求め の 販売 店 
に ご 連絡 くだ さい 。 

運用 し た 結果 の 影響 に つい て は 、 1 項 に か か わら ず 責 任 を あな い か ね ます の で ご 了承 くだ きい 。 

本 書 の 内 容 に 関し て は 、 将 来 子 告 な し に 変更 する こと が あり ます 。 

本 書 の 内 容 の 一 部 また は 全部 を 無断 転載 する こと は 、 人 禁止 きれ て いま す 。 

.。 付属 の 登録 カー ド は 必ず 弊社 まで ご 返送 くだ きい 。 無 登録 の 方 は 、 一 切 の ユー ザー サポ ー ト が 受 
けら れ ま せん の で 、 ご 注意 くだ きい 。 


で 収 。 の う トウ 
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1 . ご 使用 いた だ ぐ 前 に 


本 製品 に は 、 種 々 の プロ グラ ム や デー タ が 含ま れ た 大 切な フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク が 添付 され て いま す 。 
これ ら の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 不慮 の 事故 か ら 守 る た め に 、 ご 使用 に な る 前 に 必ず バッ クア ッ プ コピ 
ー を 作成 し 、 実 際 の 操作 で は バッ クア ッ プ ディ スク を お 使い くだ きい 。 

バッ クア ッ プ コピ ー の 作成 に あたっ て は 、 ブ ラン ク デ ィ ス ク 2 枚 を 用 意 し 次 の 手順 で 行っ て くだ きい 。 


(1) フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の バッ クア ッ プ コピ ー の 作成 

① ま ず 、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ 0 に 付属 の SX-WINDOW シス テム ディ スク を 入れ て 、 コ ユン ピ 
ュー タタ 本体 を 起動 し ます 。 本 節 で は 、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ 0 か ら シ ステ ム 起 動 し て いる 場 
合 を 前 提 に 説明 し て いま す の で 、 デ イィ スク トッ ンプ 画面 上 で は フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 0 が ドラ 
イグ AC( ド ライ フラ ア イラ ジ A) に フロッピー デイ スク ドラ イジ 1 が ドラ イジ B( ド ライ ダ ア イ ョ ンジ B) 
に 対応 し で いま す 。 な お 、 こ こ で いう ドラ イブ アイ コシ と は 、 デ スク トッ プ 画 面 の 者 : 上 の フロ ッ ピ 
ー デ ィ ス ク の 形 を し た アイ コン を 指し ます 。 ド ライ ブ ア イ コン に つい て の 詳細 は 、「SX-WINDOW 
ユー ザー ズ マ ニュ アル 」 を 参照 し て くだ きい 。 

②@ 次 に 、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ 1 に おぉ 買い 上 げに な られ だ ば か り の 新品 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 
(フォ ー マ ッ ト る きれ て いな いも の ) を 挿入 する と 、 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 きれ ます 。 


(フォリ アクト 


新品 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は 、 そ の まま で は 使用 で きま せん 。 こ の た め 、 中 に デー タ を 書き 込め る 
よう な 準 備 を 整え を る (デー タ を 書き 込め る よう に 区 分 け を する ) 作 業 が 、 フ ォ ー マ ッ ト (初期 化 ) で す 。 
⑨③ フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ 1 に 挿入 られ て いる フロ ッ ピ ー デ イス ク を フォ ー マ ッ ト す る た め に 、 
マウ ス の ポイ ンタ を “実行 まで 移動 し て 、 左 ボタ ン を クリ ッ ク し 、 次 に 表示 きれ る “スタート? 
の 位置 で 、 左 ボタ ン を クリ ッ ク し ます 。 す る と 、 フ ォ ー マ ッ ト が 始ま り 、 し ば 6 ら 《 し て フォ ー マ ッ 
ト が 終了 する と 、 ド ライ ブ ア イ ユン B の 中 に 、 フ ロッ ピー ディ スク の 絵 が 表示 され ます 。 

な お 、 こ こ で フォ ー マ ッ ト を し な い 場 合 は 、“ 中 止 ” を 左 ボ タン で グリッ ク し て くだ さい 。 


※ す で に デー タ が 


し まい ます 。 し た が っ て 、 必 要 な な フロッピー ディスク を 誤っ て フォ ー マ ッ ト し て し まう こと の な 
いよ う 十 分 に 注意 し で て 《 だ さい 。 


記憶 きれ て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を フォ ー マ ッ ト す る と デー タ は すべ て 消え て 


(《④① マ ウス の ポイ ンタ を ドラ イブ アイ コン A (原本 の シス テム ディ スク ) の モン ター ホー ル の ほぼ 中 央 
に 持っ て いっ て ポイ ント し 、 左 ボタ ン を 押し ます 。 次 に 、 左 ボタ ン を 押し た まま 、 四 角 い 点線 が ド 
ライ ブ ア イ コン B (コピ ー 先 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ) に ほぼ 重なる まま で ドラ ッ グ し ます 。 ほ ば 重 
な っ た ら 、 左 ボタ ン を 離し ます 。 す る と 、 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 きれ ます 。 


コピ ー 先 ディ スク の デー タ を すべ て コピ ー 先 ディ スク の デー タ は その ま 
消去 し コピ ー 元 ディ スク と まっ た く ま に し て コピ ー 元 の デー タ を 新た に 
同じ ディ スク を 作成 し ます 。 追加 し ます 。 


⑤⑥ マ ウス の ポイ ンタ を “ディ イス クコ ピー まで 移動 し て 、 左 タン を クリ ッ ク し ます 。 


よけれ ば 、 マ ウス の ポイ ンタ を スタート” まで 移動 し て 、 左 ボタ ン を も を クリック し ます 。 な お 、 こ 
こ で 中 止 し だ い 場 合 は 、“ 中 止 ′ を 左 ボ タン で クリ ッ ク し て くだ きい 。 

⑥⑯⑥ す る と 、 フ ロッ ピー ディ スク の オー ルコ ピー が 始ま り 、 正 常に 終了 し た ら 、 シ ステ ム デ イィ スク の ズバ 
ッ ク ア ッ プ ユビ ピー を 作成 し た こと に な り ま す 。 他 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に つい て も 同様 の 方 法 で バ 
ッ グ プ ッ ジ グマ ピー を 作成 し て くだ きい 。 


の. ハー ド デ ィ スク へ の イン スト ー ル 記法 


ハー ド デ ィ スク で SX-WINDOW を ご 使用 に な る 場合 は 、 ま ず 始 め に 次 の よう な 手順 に し た が っ て 、 
ハー ド デ ィ スク を 領域 確保 し 、SX-WINDOW シ ステ ム 、 お 手持 ちの 辞書 ず ィ スク の 内 容 を ハー ド デ 
ィ ス ク に 転送 し て 、 ハ ー ド ディ スク か ら シ ステ ム 起 動 す る よう に 設定 し な お し て 《 だ きい 。 そ うす る 
こと で 、 フ ロッ ピー ディ スク に 比べ より 大 量 の デー タ を 高速 に 設定 びき る と いう ハー ド デ ィ スク の 特 
長 を ご 利用 で きま す 。 以 降 は 、 本 体外 部 に フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ を 接続 せ ず に 内 蔵 ハ ー ド ディ 
スク を 利用 する 場合 を 例 に 説明 を 進め ます 。 
※SX-WINDOW ver.1.1 で は 、ASK68K ver.2 が あら か じ め 組 み 込 まれ て いま す 。 辞書 ず ィ スク は 、 
ASK68K ver.1 対応 の も ぁ の で も 動作 し ます が 、 拡 張 さ れ た 機能 を 使う 場合 ASK68K ver.2 対応 の 辞 
書 デ ィ ス ク が 必要 で す 。 


① ハ ー ド ディ スク の 領域 確保 
まず 、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ 0 に SX-WINDOW シ ステ ム デ ィ ス ク を 、 ド ライ ブ 1 に SX- WI 
NDOW ア プリ ケー ショ ン デ ィ ス ク を 入れ て 、 電 源 も 入れ て くだ きい 。 
し ば らく 〈 す る と 次 の よう に ディ スク トッ プ 画 面 が 表示 きれ ます 。 


了 の 3 が Zo 
1 


ポイ ンタ を ドラ イブ アイ コン B (『SX-WINDOW ユ ー ザ ー ズ マニ ュ ア ル 』「 第 4 章 4.5 ド ライ ブ ア イ 
ュ ン 」 参 照 ) まで 移動 し て 、 左 ボタ ン を ダブ ルク リッ ク す る と 、 ド ライ ブ B の ウイ ンド ツウ が 開き ま 
す 。 ポ イン タ を ドラ イブ B の ウイ ンド ウ の スク ロー ル ボ ックス 内 、 囚 の 中 央 へ 移動 し 左 ボ タン を ク 
リッ ク す る と ウイ ンド ウツ ウ 内 の アイ コン が 上 に スク ロー ル し 「HD フ ォ ー マ ッ ト .X」 と いう アイ コン 
が で て きま す 。「HD フ ォ ー マ ッ ト .X」 と いう アイ ユン の 上 に ポイ ンタ を 移動 し 、 左 ボタ ン を ダブ 
ルク リッ ク す る と 次 の よう な 画面 が 表示 る れ ま す 。 


※ ハ ー ド ディ スク の タイ プ に よっ て “SCS10” の 表示 は 変化 し ます 。 
ここ で “SCS10 ハ ー ド ディ スク の 文字 の 上 に ポイ ンタ を 移動 し 、 左 ボタ ン を クリ ッ ク す る と 次 
の よう な ウイ ンド ツウ が 表示 きれ ます 。 


ハー ドア ィ ス ク 
パイ ト 
パイ ト 


scs19 ハー ドジ ィ ス ク gl ME 


花 置 宇 体 を 初期 化し ます 。 


* フ フォー マット ′ ウイ ンド ウ を クリ ッ ク し 、 ア クティ ブ に し 、 び 装置 初期 化 " の すぐ 下 の ボ ックス 
を クリ ッ ク し た 後 “実行 ′ を クリ ッ ク し て 装置 の 初期 化 を 行い ます 。 


※ す で に デー タ が 記憶 きれ て いる ハー ド デ ィ スク を 初期 化す る と 、 デ ー タ は すべ て 消え て し まい ま 
す 。 し だ た が っ て 、 必 要 な デー タ な ど を 誤っ て 消さ き な い よう 、 十 分 に 注意 し て くだ きい 。 


装置 の 初期 化 が 終了 し まし た 6 ら 、"“ 領 域 確保 " の すぐ 下 の ボ ックス を クリ ッ ク し た 後 確保 す る 容量 、 
シス テム を 転送 を ^ す る "を 指定 し ます 。 な お 、SX-WINDOW と 辞書 ディ スク の 領域 を 確保 する 場 
合 、 3 M B 以 上 の 領域 確保 を 行っ て くだ さい 。 

実行 "を クリ ッ ク す る こと で 、 領 域 確保 が 行わ れ ま す 。 


※ シ ステ ムッ 転送 を “する ” と 指定 し た 場合 、「COMMAND.X が 見 つか り ま せん 」 と いう メッ セー ジ 
が で ます 。 こ れ は 「SX-WINDOW ver.1.0」 の シス テム ディ スク に COMMAND.X が 入っ て いな 
い だ た めで す が 、SX-WINDOW の 起動 に COMMAND.X は と く 〈 に 必要 あり ませ ん の で 、 そ の まま 
^ 村 認 ” を クリ ッ ク し て 《 だ きい 。 


装置 の 選択 ′ ウツ イン ドウ を クリ ッ ク し 、 ア クティ ブ に し ます 。 クロ ー ズ ボタ ン (『SX-WINDOW 
ユー ザー ズ マ ニュ アル 』「 第 3 章 3.1 ウ イン ドウ の 基本 機能 」 参照 ) を クリ ッ ク し 、` 確 認 / セ クリ ッ 
ク す る と 、SX-WINDOW が が フロッピー ディス ク か ら 再 起動 し ます 。 


(②SX-WINDOW シ ステ ム 、 お 手持 ちの 辞書 ディ スク の 全 フ ァイル を 内 蔵 ハ ー ド ディ スク へ 転送 
シス テム アイ コン (『SX-WINDOW ユ ー ザ ー ズ マニ ュ ア ル 』「 第 4 章 4.2 シ ステ ム ア イ コン 」 参 照 ) 
に ポイ ンタ を か さき ね て 右 ボ タン を 押し て 表示 さき れる ポッ プア ッ プ メニ ュー か ら ド ライ ブ ト レイ を 選 
択 し 、 バ ドラ イブ プ ト レイ” ウイ ンド ツウ を 表示 し ます 。 


~ ド ライ プ ト レ イ ” ウイ ンド ウ 内 か ら 領 域 確保 し た ハー ド デ ィ スク の ドラ イブ アイ コン を ドラ ッ グ 
し て デス クト ッ プ 上 に 移動 し ます 。 

つぎ に 、 ド ライ ブ ア イ コン A を ハー ド デ ィ スク の ドラ イブ アイ コン の 所 まで ドラ ッ グ し て 重ね ます 。 
これ に より ドラ イブ A の ファ イル が ハー ド デ ィ スク に 転送 きれ ます 。 同 様 手 順 で ドラ イブ B の 内 容 
を ハー ド デ ィ スク に 転送 し ます 。 


ドラ イプ アイ コン B の イジ ェクト ボタ ン (『SX-WINDOW ユ ーー ズ マ ニュ アル 」「 第 4 章 4.5 ド ラ 
イプ アイ コン 」 参 照 ) を クリ ッ ク し て ディ スク を 取り 出し 、 ド ライ ブ 1 (ドラ イブ B) に 辞書 ディ 
スク を 入れ 、 同 様 の 手順 で 辞書 デ ず イ スク の 内 容 を ハー ド デ ィ スク に 転送 し ます 。 


※ 前 貞 の フォーマット” ウイ ンド ウ の ` 領 域 選択 ” で 確保 し た 領域 を 自動 起動 に 設定 する こと に 
ょ り 、 内 蔵 ハ ー ド ディ スク か ら シ ステ ム を 起動 する 事 が で きま す 。 前 述 の 手順 で シス テム と 辞書 
ディ スク の 内 容 を 転送 し た 内 蔵 ハ ー ド ディ スク か ら シ ステ ム を 起動 し た 場合 、CONFIG.SYS フ 
ァイル を 書き 替え る 事 に よっ て 、 辞 書 が 使用 で きる よう に な り ま す 。 

次 の 手順 で CONFIG.SYS フ ァイル を 下記 の 通り 書き 替 た を て くだ さい 。 

①「SX-WINDOW」 の 起動 し た ば ドラ イブ アイ コン の ウイ ンド ウ を オー プン し ます 。 

を の ウイ ンド ウツ 内 の CONFIG.SYS′ ファ イル を クリ ッ ク し て 選択 (反転 状態 ) に し ます 。 

③ デ スク アク セ サ リ アイ コン (『SX-WINDOW ユ ー ザ ー ズ マニ ュ ア ル 』」「 第 4 章 4.3 デ ダス クア クセ サ 
リア イコ ン 」 参 照 ) の ポッ プア ッ プ メニ ュー か ら エ ディ タ を 選択 し ます 。 


④ "エディ タ ” ウイ ンド ツウ 内 の 
DEVICE= ニ \SYS\ASK68K.SYS…… 
の 行 の *B :? の 部 分 を 全て *A:? に 書き 換え ます 。 
※ ハ ー ド ディ スク の 領域 を 複数 確保 し 、 領 域 1 以外 に 辞書 を 転送 する 場合 は 、^B :/ の 部 分 を 生 
書 を 転送 し た ドラ イブ 名 に 書き 替え て くだ さい 。(『SX-WINDOW ユ ー ザ ー ズ マニ ュ ア ル 』「 第 
5 章 5.1.1 エ ディ タ 」 参 照 ) 。 
※ASK ver.1 対 応 の 辞書 ず ィ スク を お 使い の 場合 、\ASK\ENV 1.ASK は いり ませ ん 。 


⑤⑥ “エディタ” ウイ ンド ウ の 左上 ディ スク アイ コン で 右 ド ラ ッ グ し ポッ プア ッ プ メニ ュー か ら 保 存 
を 選択 し て モー ブ し ます 。( フ ァイル 名 は その まま で “実行 ′ を クリ ッ ク し ます 。) 


これ で 、 シ ステ ム 、 辞 書 デ イス ク の 全 フ ァイル が 内 蔵 ハ ー ド ディ スク へ 転送 きれ 、 フ ロッ ピー デ 
ィ ス ク を 入れ な く て も 、 シ ステ ム が 起動 きれ X68000 を 快適 に 使用 す る 事 が で きま す 。 


補 定 ( シ ヨー トカ ッ ト ) 


ポッ プア ッ プ メニ ュー か ら マ ウス て 機能 を 選択 する 代わ り に 「OPT.1 | キー と ト アル ファ ベッ トキ ー を 
同時 に 押す こと で 機能 選択 でき る ショ ー ト カッ ト の 操作 が あり ます 。 


次 の 様 に ポッ プア ッ プ メニ ュー の 右側 に 指 マ ー ク と アル ファ ベッ ト 文 字 が つい て いる も の が ショ ー ト 
カッ ト 可 能 な メニ ュー で す 。 


各 ア プリ ケー ショ ン に よっ て ショ ー ト カッ ト の サポ ー ト は 異な り ま す が 、 代 表 的 な ちの と し て 次 の キ 
ー 操 作 が あり ます 。 


OPT.1| 寺 |Z 取り 消し 
OILI 寺 隊 カッ ト 
OB 選 L | 圭 也 コピ ビー 
OPT.1| 土 |IV ペー スト 
⑩1 中 寺 |@ 終了 


グ ャ ー の が 株式 芸 社 
本 


社 〒545 大 阪 市 阿 倍 野 区 長池 町 22 番 22 号 


電 了 機器 事業 本 部 〒329-21 栃木 県 矢板 市 早川 町 174 番 地 
液晶 映像 シス テム 事業 部 第 2 商品 企 画 部 

お 問い 合わ せ 先 〒162 東京 都 新宿 区 市 谷 八幡 町 8 番地 電話 (03)3260-1161( 大 代表 ) 
東京 支社 内 液 昌 映 像 シス テム 事業 部 第 2 商品 企画 部 ソフ トウ エア 担当 


